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市の人口

（昭和58年3月1日現在）

世帯数49，845世帯（前月比1世帯増）

人口158，275人（前月比101人増）

男78，998人

女79，277人

総
受
信
数
2
千
5
0
0
件
を
超
す

「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
は
、
ｍ
話

相
談
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、

複
雑
で
多
様
化
す
る
青
少
年
問
題

か
そ
の
根
源
ま
で
掘
り
下
げ
て
対

応
し
、
徽
だ
激
し
ぐ
揺
れ
動
く
社

会
の
中
で
温
か
い
心
の
触
れ
合
い

か
通
じ
、
青
少
年
の
一
人
ひ
と
り

の
心
の
健
康
と
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
こ
と
な
め
ざ
し
て
教
育
委
員

会
が
開
設
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
①
青
少
年
の
健

全
育
成
②
相
談
内
容
の
背
景
要
因

か
分
析
し
、
効
果
的
に
社
会
に
還

元
す
る
③
ボ
ラ
ン
テ
■
ｖ
ア
に
よ
る

相
談
活
動
を
生
涯
教
育
の
一
環
と

青少年の健全な成長はみんなの願い（昨年10月太陽が丘で）

ユ

し
て
進
め
る
の
三
点
客
禄
に
掲

げ
、
昨
年
二
月
一
日
に
ス
タ
ー
ト

し
て
ま
る
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
の
総
営
信
数
は
二

千
五
百
二
件
。
無
言
の
営
信
七
百

九
十
件
（
三
二
％
）
夕
啄
ぐ
実
受

信
数
は
于
七
百
十
二
件
（
六
八
％
）

で
、
府
警
の
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
の

千
百
件
な
ど
に
比
べ
て
一
年
目
と

し
で
は
多
い
営
信
数
に
な
っ
て
い

卓
子
。
し
か
し
、
警
一
屋
が
三
二

飴
も
占
め
て
い
る
の
は
、
相
談
対

象
地
域
が
宇
治
市
に
限
ら
れ
る
狭

さ
か
ら
、
相
談
を
と
ま
ど
7
人
も

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
ず
。

代代代代代明

1 0
代
（
※
）

大
学
生

商
校
生

中
学
生

小
学
生

幼
児

中－高校生の区分が不明なのでＳｉｌ項とする．

300

200

100

0

※印の「10代」は小・

1 0
代
ま
で
が

6 0
％
以
上

年
代
別
で
は
表
の
と
お
り
十
代

ま
で
の
青
少
年
が
八
百
六
件
（
四

七
％
）
、
保
護
者
・
成
人
が
四
百
二

十
五
件
（
二
五
％
）
で
、
不
明
分

の
四
百
八
十
一
件
（
二
八
％
）
を

案
分
す
る
と
青
少
年
が
六
〇
％
を

起
え
、
全
国
の
同
様
の
制
度
で
は

二
〇
％
が
平
均
で
あ
る
の
に
比
べ

か
な
り
高
く
な
っ
て
い
水
子
。

さ
ら
に
月
別
受
信
状
況
は
、
相

談
か
妬
め
た
二
月
か
ら
五
月
ま
で

は
1
ヵ
月
二
百
件
台
で
好
調
。
七

月
は
無
言
と
か
ら
か
い
が
異
常
に

増
え
、
三
百
八
十
二
件
。
十
一
月

か
ら
は
減
少
し
今
年
の
一
月
に
は

六
十
八
件
に
。
し
ぶ
し
、
相
談
内

容
の
質
は
重
さ
忿
増
し
、
二
年
目

の
二
月
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

最
も
多
い
の
は

「
性
」
の
相
談

相
談
内
容
は
、
最
も
多
い
の
が

「
性
」
で
二
三
・
一
％
、
つ
い
で

「
対
人
関
係
」
（
一
一
％
）
、
「
男

女
関
係
」
（
七
・
九
％
）
。
教
育
・

学
校
、
人
生
、
問
題
行
動
な
μ
ど

な
っ
て
い
ま
す
。

「
性
」
の
相
談
夕
分
類
す
る
と

性
関
係
（
性
行
為
・
妊
娠
・
中
絶
）
。

知
識
・
情
報
、
同
性
愛
な
ど
で
文

化
的
な
退
廃
が
青
少
年
の
心
を
む

し
ば
ん
で
い
る
現
状
と
心
身
発
達

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
浮
き
彫
り
に
。

な
っ
て
い
ま
す
。
「
対
人
関
係
」

は
友
人
や
仲
間
、
知
人
と
の
問
題

や
近
隣
・
先
生
と
の
接
し
方
な
ど

で
、
小
学
生
か
ら
の
、
仲
間
は
ず

れ
に
さ
れ
た
、
い
じ
め
ら
れ
る
な

ど
の
訴
え
が
多
く
、
非
行
の
芽
を

含
ん
で
は
い
求
ふ
、
原
因
が
軽

く
一
過
性
の
も
の
が
多
い
ぶ
つ
で

す
。
「
問
題
行
動
」
で
は
、
い
じ

め
ら
れ
、
登
校
拒
否
、
せ
っ
盗
・

万
引
、
家
庭
内
暴
力
な
ａ
ｊ
ｊ
ｊ
深
刻

な
内
容
で
、
そ
の
ほ
と
ん
＆
が
、

本
人
か
ら
で
は
な
く
ほ
親
な
ど
保

護
者
か
ら
の
も
の
で
す
。

青
少
年
対
策
室
で
は
、
こ
シ
し

た
悩
み
に
適
切
に
ｔ
。
え
る
た
め
、

田
相
談
内
容
ｍ
理
し
、
学
校
や

を受ける相談員゛悩み。

地
域
に
腐
心
す
る
口
電
話
衆
増
設

す
る
倒
面
接
相
談
も
併
設
す
る
㈲

受
信
時
間
の
延
長
な
ど
に
取
り
組

む
方
針
で
す
。

自
己
を
見
つ
め
て

相
談
活
動

実
際
の
相
談
に
当
っ
で
い
た
だ

く
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
員

六
十
人
と
訓
練
生
の
三
十
九
人
の

皆
さ
ん
で
、
日
曜
日
怠
で
毎
日
、

午
前
九
時
か
ら
午
堡
八
時
ま
で
当

番
を
組
ん
で
待
機
さ
れ
で
い
未
丁
。

な
か
に
は
初
め
で
相
談
か
受
け

る
日
、
早
朝
か
ら
万
福
寺
で
座
ぜ

ん
を
組
み
、
心
の
緊
張
を
ほ
ぐ
さ

れ
た
人
も
い
未
了
。
ま
た
、
ア
ド

バ
イ
ス
が
適
切
で
あ
っ
た
か
否
か

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ゜ ゜ ・ ・ ・ ％

● ●

宇治こころの電話

0774－24－0800

渋
谷
省
治
さ
ん

宇
治
市
自
治
功
労
者
の
渋
谷
省

治
さ
ん
（
宇
治
里
尻
九
）
は
、
二

月
二
十
五
日
、
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

八
十
九
歳
。

渋
谷
さ
ん
は
、
昭
和
二
土
八
年

三
月
二
十
日
か
ら
四
十
七
年
三
月

十
九
日
ま
で
、
宇
治
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
を
歴
任
さ
れ
る
な

ど
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
に

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

と
悩
み
不
眠
症
に
陥
ら
れ
た
人
も

多
く
ぁ
り
未
了
。

こ
の
相
談
活
動
は
生
涯
教
育
の

一
環
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
Ｔ
ア
の
皆

さ
ん
に
取
り
組
ん
で
ぃ
た
だ
い
て

ぃ
求
か
、
「
こ
の
一
年
間
で
自

己
変
革
さ
れ
ま
し
た
か
」
と
い
う

ア
ン
ヶ
Ｉ
ト
の
問
に
、
「
除
々
に

変
革
し
て
い
る
」
を
含
め
て
九
割

以
上
の
人
が
変
っ
て
き
た
と
答
え

ら
れ
る
ほ
ど
、
自
己
舎
見
っ
め
真

剣
に
青
少
年
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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青
少
年
の
心
の
健
康
と
豊
か
な
人
間

性
を
育
で
る
た
め
、
宇
治
「
こ
こ
ろ
」

の
電
話
が
開
設
さ
れ
で
い
未
了
。

相
談
内
容
に
つ
い
で
は
秘
密
を
厳
守

に
蚤
す
か
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
安
心
し

で
ダ
イ
ヤ
ル
2
4
局
0
8
0
0
番
ま
刄

一
人
で
悩
ま
ず
に

主
な
相
談
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
友
だ
ち
と
の
関
係
、
男
女
交
際
、
性

な
ど
の
こ
と
。

▼
心
や
体
の
な
や
み
ご
と
。

▼
親
子
関
係
、
し
つ
け
、
育
児
、
性
格

や
行
動
な
ど
。

▼
進
路
、
学
校
の
こ
と
、
登
校
拒
否
な

ど
。

保
健
予
防
年
間
日
程
表
を
2
・
3
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

南
宇
治
第
二
中
の
造
成
費
な
ど

1
7
億
3
,
2
9
8
万
5
千
円
を
計
上

宇
治
市
議
台
二
月
定
例
会
は
、

三
月
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の

二
十
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て

い
未
了
。

こ
の
定
例
会
に
は
、
仮
称
南
宇

治
第
二
中
学
校
の
用
地
造
戌
並
び

に
進
入
路
築
造
工
事
費
、
奈
艮
町

池
売
却
代
金
の
市
民
又
化
セ
ン
タ

ー
建
設
基
巫
へ
の
積
み
立
て
な
ど

か
計
上
し
た
五
十
七
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
案
を
は

じ
め
、
宇
治
市
交
通
災
害
共
済
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

案
な
ど
年
度
末
ま
で
の
見
込
み
に

よ
り
調
整
す
る
必
要
が
俳
に
巡
も

の
を
中
心
に
、
七
議
案
か
遣
加
提

案
し
て
い
未
了
。

一
般
必
一
計
の
補
正
予
算
総
額
は

十
七
億
三
千
二
百
九
十
八
万
五
千

円
で
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
二
百
五
十
四
億
七
千
九

百
九
万
八
千
円
と
な
り
ま
尤

主
な
事
業
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
心
配
を
お
か
け
Ｌ
釜
し
た

仮
称
南
宇
治
第
二
中
学
校
の
用
地

造
成
工
事
費
な
芦
尽
計
上
。
災
害

防
止
の
観
点
か
ら
矢
板
の
打
設
、

セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
の
工
法
に
よ

り
、
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
、
五

十
九
年
度
開
校
に
向
け
て
努
力
す

る
こ
と
に
し
て
い
卓
子
。

ま
た
、
先
に
売
却
し
ま
し
た
奈

良
町
池
売
却
代
金
を
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
建
設
葵
宿
立
金
と
し
て

計
上
し
て
い
ま
ず
。

今
回
の
補
正
予
算
案
の
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
仮
称
南
序
治
第
二
中
学
校
用
地

造
成
並
び
に
進
入
路
築
造
工
事

に
八
億
五
千
万
円
。
（
債
務
負
担

行
為
）

◇
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
基
巫
一

積
立
金
に
二
十
億
九
十
四
万
一

千
円
。

◇
京
都
府
議
会
議
ｅ
ｍ
及
び
市

議
会
議
員
選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
板
設
置
経
費
に
四
百
八
土
八

万
九
千
円
。

◇
府
営
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
整
備

事
業
等
負
妻
芒
八
士
〈
百
八

十
五
万
円
。

｜

年代別受信数

青少年

－

－

－

－

高－fc］

－

Ｉ

―

―

－

3月補正

予算（案）

こころの電話が開設1年

　
宇
治
市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年

二
月
に
開
設
し
た
宇
治
「
こ
こ
ろ
」

の
電
話
の
一
年
間
の
活
動
状
況
を

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ま
し
た
。
総
受

信
数
は
二
千
五
百
二
件
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
相
談
員
さ
ん
が
青
少
年

の
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
心
の
悩

み
に
懸
命
に
耳
を
傾
け
、
惜
し
み

な
い
自
立
へ
の
援
助
を
送
っ
て
い

た
だ
い
た
一
年
間
で
し
た
。

青少年の自立へ援助

　



1983年（昭和58年）3月21日発行（2）
り欠だよ

事業 対象 時間 場所 58年4月
5月 日月 7月 8月 9月 10月ｎ月 12月

59年1月
2月 3月

3

＿ヵ

・月Ｊ

’健卜’診，

満3

ヵ
月
児

13：30

Ｓ

14：30

保健医療センター

57年12月生
58年1月生

2月生 3月生 4月生 5月生 日月生 7月生 8月生 9月生 10月生 11月生

8 16 20 ＩＢ28 19 17 14 12 17 13 12
19 17 21 19 23 20 18 15 13 18 14 13
ｅｏ18 2Ｅ20 24 21 19 ＩＢ14 20 15 14

乳

児

相

談

6

力月

児Ｓ

ｎ

ヵ月

児

日：30

Ｓ

11：00

保健医療センターｎ 9 13 ｎ 日 12 3 7 5 9 6 5
小倉公民館 18 20 22 17 ＩＥ 13
広野公民分館 21 23 18 13 15 16
木幡公民館 16 18 19 14 17 12

幼児相談1歳児～3歳児
13：30～

14：30保健医療センター4 2 6 4 1 5 24 21 19 30 20 19

7『｜

｜

満1

歳6

ヵ月

児

13：30

Ｓ

14：30

保健医療センター

56年9月生

10月生 11月生 12月生
57年1月生

2月生 3月生 4月生 5月生 日月生 7月生 日月生

ｎ 9 13 ｎ 8 12 3 7 5 日 6 5
ＩＳ10 14 ＩＢ9 13 4 8 6 10 7 6
13 ｎ ＩＳ13 10 ｕ 5 9 7 ｎ 8 フ

3ダｌｔ

善

満3

歳3

ヵ月

児

13：30

Ｓ

15：00

宇治保健所

54年12月生
55年1月生

2月生 3月生 4月生 5月生 日月生 フ月生 8月生 9月生 10月生 11月生

11 9 8 ｎ 日 8 ｎ 9 8 9 8 8
13 ｎ 9 13 10 12 12 10 12 ｎ 9 12
14 ＩＥ13 14 ｎ 14 13 14 14ｌｅ13 14

歯の教室乳児と妊婦
13：30～

15：30宇治保健所 19 21 22 17 19 15

妊

婦

教

室

妊

婦

＝〃

13：30

Ｓ

16：00

保健医療センター

前

篇
フ 12 9 フ 4 1 日 10 1 12 2 1

後編14 19 16 14 ＩＢＢ 13 17 Ｂ 19 9 8

木幡公民館

前

編 1 日 7 6
後編日 15 14 13

小倉公民館
前編 3 2 2 9
後編 10 9 9 16

広野公民分館
前編 13 5 4 3
後編 27 ＩＳ ｎ 17

血

圧

相

談

市

民

9：30

Ｓ

ｎ：00

川東集会所 1 3 5 フ 2 3
木幡公民館 20 15 9 ｎ 13 9
開公民分館 Ｂ 10 ＩＳ 14 9 10
小倉公民館 13 8 2 9 6 2
城南荘集会所 15 17 19 21 16 17
広野公民分館 Ｅ7 22 16 ＩＢ 27 16

個人通知はいたしません。よく見
えるところにはって59年3月ま
で保存してください。

健
康
で
明
る
い
暮
ら
し
は
、
私
た
ち

み
ん
な
の
願
い
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
て
乳
幼
児
の
健
康
診
査
や
成

人
病
検
診
、
ま
た
、
地
域
の
公
民
館
な

ど
で
乳
児
相
談
や
予
防
接
種
な
ど
の
保

健
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
も
自
分
自
身
の
健
康
管

自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
知
る
う
え

か
ら
も
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
の
が
さ
ず

進
ん
で
受
診
し
、
成
人
病
予
防
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
守
る

予
防
接
種

※3ヵ月児健診、1歳6ヵ月児健診√3歳児健診は個人通知をします。

※妊婦教室は前編、後編の2回開きますので必ず2回受けてください。

※幼児相談ではことば、しつけ、発達などの相談をお受けします。

※各会場とも車での来場は、ご遠慮ください。

検診名 対象 期間

住民検診 満15歳以上の市民 4月4日～4月28日

（土・日曜日を除く）

精密診査
住民検診で異常のあつ

た人

住民検診で異常のあ

った人に個人通知し

ます。

胃検診
昭和58年4月1日現在

満40歳以上の市民
8月22日～10月上旬

受診は申し込み制に

なっています。くわ

しいことは市政だよ

りでお知らせします。子宮検診
昭和58年4月1日現在

満3歳以上の市民
未定

休
日
の
急
病
（
内
科
・
小
児
科
・
歯
科
）
は

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電話22－4630
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成人病検診

健
康
な
生
活
は
み
ん
な
の
願
い

健康診断と相談

日程表

予防接種日程表

保健予防年間日程表

指
定
医
療
機
関
で
個
別
接
種
し
ま
す
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個人通知はいたしません。よく見えるところにはって59年3月まで保存してください。

理
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
市

の
事
業
を
十
分
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

成
人
病
検
診
で

健
康
の
確
認
を

近
年
、
国
民
の
死
亡
原
因
の
過
半
数

を
占
め
る
ガ
ン
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な

ど
の
成
人
病
が
著
し
く
増
加
し
、
社
会

に
と
っ
て
も
大
変
不
幸
な
事
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
症
状

が
な
く
進
み
、
病
気
に
気
が
つ
い
た
と

き
に
は
、
す
で
に
手
遅
れ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
二
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
老
人
保
健
法
は
、
成
人
病
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
図
る
こ
と
を

目
的
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
市
で
は
、
成
人
病
な
ど
を
防
ぐ

た
め
の
事
業
と
し
て
、
住
民
検
診
、
胃

検
診
、
子
宮
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

し
か
し
、
住
民
検
診
の
受
診
率
は
一
四

・
七
％
（
五
十
七
年
度
）
と
低
い
の
が

現
状
で
す
。

市民の健康を守るため地域で血圧相談（木幡公民館で）

病
気
に
か
か
り
治
療
を
受
け
る
よ
り

も
、
ま
ず
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

予
防
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
病
気
か
ら

守
る
た
め
、
各
種
の
予
防
接
種
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
体
調
の
よ
い
時
に

お
近
く
の
会
場
で
、
忘
れ
ず
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
は
△

宇
治
市
保
健
衛
生
課

Ｓ
⑩
3
－
4
－
番
㈹

会場 種目 時間 58年4＾
5月 日月 7月 8＾ 9月 10 ｌ^ｕ12，

59年ｈ

Ｂｎ3≪ Ａｎ

保健医療センタ
ー

三種混合
14：00

Ｓ

15：30

ＳＩ
困

13
図

3
倒24

吻

15
図

19
図

9
胞30

吻

21
図

11
（勿

2
倒83

図

13
圏

3図

24
倒

16
図

13
吻27

図

ツベルクリン
25

（月）
23

（月）
6

（月）
27

（火）

ｎ

（火）
28

（月）
19

（ｎ）
Ｓ3
（月）

20
（月）

26
（月）

23
（月）

判定・ＢＣＧ
27
困

25
困

Ｂ
困

ｇｇ

困
13
困

30
困

21
困

25
困

22
困

Ｓ8
困

25
困

風しん

（中学2年女子）

30
胞

種目

実対

施＿象
所

場
在月／日

所地
時間

ポリオ

（急性灰白髄炎）
．日本脳炎

ツベルクリン反応
及びＢＣＧ

ポリオ

（急性灰白髄炎）
インフルエンザ

三種混合

（ジフテリア・

百日ぜき・破傷

風）

生後3ヵ月－ｔ歳未満（6週間以上あけて2回服用）●初ｉａ満3歳以上ＩＳ歳未満で今ま

でＩ度も受けていない人はＩ－2週の間隔で2回接種

●追加昨年初回（初めて2回）接種

した人はｌ回接種

漓4歳未満のなるべく早い
時期にツベルクリン反応を
うける

陰性者にはＢＣＧ接種（｜回のみ）

生後3ヵ月～

ｉ歳未満（6週間以

上あけて2回服用）

満3歳以上ＩＳ歳未満で施設（保育所■幼椎園・小学校・

中学校）に通っている人

｜－4週の間隔で2回接種

Ｉ期：溝2政一

2期：ｌ期終

力月ま

〔ｉ歳までにＩ冥Ｐ

3期：6年生芒

※ｔ歳以上6’

フテリア、・

服用 1回目 2回目 ツベノレクリン
判定ＢＣＧ 服用 1回目 2回目

下記日程Ｑ
7

宇治市木幡公民館 木幡内畑

14：00

Ｓ

15：30

5／ｌＢ
（月）

Ｂ／20
（月）

7／4
（月）

9／14困 ｇ／ｉＢ
胞

ｎ／14
（月）

12／5
㈲

12／19（月）53年2／17倒

東宇治幼稚園 五ヶ庄梅林 5／9
（月）

Ｂ／13
（月）

Ｂ／Ｅ7
（月）

9／5
（ｎ）

9／7
俐

11／フ
（月）

ｎ／2Ｂ
（月）

12／12
（月）

53年2／15（水）

保健医療センター 市役所前
Ｂ／Ｂ金ｓｍ勿

5／31火

Ｂ／9困
6／25出

6／23困
フ／ｇ｛±）

9／27
（火）

9／29
（村

ｌｌ／4（ｉ）11／18溺

ｎ／29（火）

12／10
出

12／24
（土）

Ｓ3年ａ／3

吻

西小倉集会所 小倉町南堀池
5／ｌＥ
（木）

Ｂ／15（水）Ｂ／29困 9／12
（月）

9／14
（水）

11／日（火）ｌＥ／1
（木）

12／15附
Ｓ9年ａ／ｓ

（水）

宇治市小倉公民館
小倉町

寺内
5／23
（月）

Ｂ／23
（木） 7／7（木）

9／19
㈲

9／21
（水）

11／16困12／7（水）12／81（水）59年2／10図

伊勢田公民分館
伊勢田町

毛語
5／ｌＢ
困

Ｂ／22
（水）

7／Ｂ
俐

9／6（火）9／8困 11／25溺ｉａ／8
（木〉

1Ｅ／2Ｅ困59＾2／14（火）

旦椋公会堂
大久保町

山ノ内
5／11困 Ｂ／14

（火）
Ｂ／2Ｂ
（火）

9／2Ｂ
（月）

9／28困 11／17（木）11／30
（水）

12／14
（水）

Ｓ3年2／13（月）

－の坪集会所
横島町

－ノ坪
5／10
（火）

Ｂ／10
溺

Ｂ／24
溺

9／20
（火）

9／22
俐

11／24
（木）

12／ａ
溺

12／16溺ｓｓ年2／16
困

東目川公民分館
横島町

三十五
14：00～15：005／19（村Ｂ／21

（火）
フ／5
（火）

9／フ
（水）

9／9
倒

11／9困 12／Ｂ
（火）

12／20（
’））

59年2／9困

笠交ｍ－／Ｊ＾学4交 炭山 13：30～14：叩 5／ＥＢ
俐

5／2Ｂ困Ｂ／9ｍ 9／Ｅ7
（火）

9／29
俐

ｎ／2ａ

火）■
11／22
（火）

12／Ｂ
（火）

5Ｓ年Ｓ／16（木）
笠Ｅａ玖／ト学4交 笠取 14：’？5～00

※各会場とも車での来場は、ご遠慮ください。
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昭和58年度

予防接種日程表

保健予防年間日程
表
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駐廠車
■攬

近
鉄
大
久
保
駅
西
に
完
成

4
月
1
日
オ
ー
プ
ン

市
で
は
、
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺

に
放
ほ
さ
れ
て
い
る
自
転
車
や
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク
を
解
消
す
る
た
め
、

近
鉄
菟
保
駅
西
側
の
日
一
篇
社

内
に
建
唇
血
め
て
い
ま
し
た
無

料
自
転
車
等
駐
車
場
（
約
四
百
五

十
台
）
が
こ
の
ほ
ど
一
蔑
。
四
月

一
日
か
ら
利
用
で
章
示
ｙ
。

こ
の
駐
車
場
は
、
近
鉄
大
久
保

駅
高
架
工
事
完
成
ま
で
の
暫
定
措

ほ
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺

の
道
路
は
無
秩
序
に
と
め
ら
れ
た

バ
イ
ク
の
廃
車
な
ど
の
申
告

は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

毎
年
四
月
に
な
り
床
左
、

「
バ
イ
ク
を
持
っ
て
い
な
い
の

に
税
金
の
通
知
が
き
た
」
と
い

自
転
車
や
バ
イ
ク
で
、
人
や
車
の
ノ

通
行
に
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
、
駐
車
場
だ
蔑

し
ま
し
た
が
、
放
置
自
転
車
な
ど

が
無
く
な
る
か
は
自
転
車
な
ど
を

利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
の
一
人
ひ

と
り
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。一

日
か
ら
は
駐
車
場
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
放
置
自
転
車
な

ど
の
な
い
副
る
い
町
づ
ぐ
り
″

に
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

放置されている自転車やバイク

（近鉄大久保駅周辺、3月11日）

交
通
指
導
員
を
募
集

市
で
は
、
交
通
指
導
員
奮
発
集

し
津
ｙ
。

▼
対
象
・
・
・
毎
朝
勤
務
（
午
前
7

時
4
0
分
～
8
時
4
0
分
）
が
可
能
で
、

6
0
歳
ま
で
の
健
康
な
人
（
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
）
▼
勤
務
場
所
・
・
・
西

小
倉
小
学
校
区
内
▼
募
集
人
員
…

Ｌ
ハ
▼
申
し
込
み
…
市
販
の
履
歴

書
に
記
入
し
、
3
月
2
5
日
ま
で
に

交
通
労
政
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
。

（
交
通
労
政
課
）

ラ
問
監
Ｂ
せ
が
よ
く
あ
り
ま
告
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、

す
。
こ
れ
は
、
軽
自
動
車
税
が
申
告
は
所
有
者
が
す
る
こ
と
に

四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
ま
た
な
っ
て
い
求
ふ
、
業
者
な
ど

は
使
用
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
他
の
人
に
依
頼
し
た
場
合
は
、

い
る
人
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
申
告
か
済
ま
せ
て
い
る
か
ぶ
つ

な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
つ
ま
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

り
、
四
月
一
日
以
前
に
他
の
人
（
申
告
先
）

に
譲
っ
て
い
た
り
、
不
用
に
な
▽
1
2
5
に
以
下
の
バ
イ
ク
・
農
耕

廃
車
の
申
告
は
3
月
3
1
日
ま
で
に

つ
て
廃
車
を
し
て
い
る
場
合
で

も
、
市
役
所
へ
里
昂
さ
れ
て

い
な
い
と
、
登
録
は
消
え
ま
せ

ん
の
で
、
い
つ
ま
で
も
税
金
の

通
知
夕
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。す

で
に
バ
イ
ク
な
芦
巻
所
有

し
な
ぐ
な
っ
た
の
に
申
告
を
し

て
い
な
い
人
は
、
今
す
ぐ
に
申

市
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
指

名
業
者
の
資
格
審
査
申
請
の
受
け

付
け
受
行
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

市
内
の
建
設
工
事
業
者
に
限
り
次

の
要
領
で
追
加
受
け
付
け
受
行
い

ま
す
。

▼
追
加
受
付
の
対
象
者

次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
に
限

り
求
了
。

・
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
並

び
に
破
産
者
で
な
い
者

・
昭
和
五
十
八
年
二
月
末
日
現
在
、

お
知
ら

せ
市
民
会
館
の
嘱
託
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▼
管
理
嘱
託
員
…
2
0
歳
か
ら
6
5
歳
ま
で
の
男
子
、
勤
務
時
間
は
平
Ｂ
午
後
5
時
～
翌
日
午
前
8
時
半
、
土
曜
日
正
午
ト
翌
日
午
前
8
時
半
、
日
・
祝
日
午
前
8
時
半
Ｌ
翌
日
午
前
8
時
半
で
Ｉ
人
で
交
替
勤
務
▼
市
民
図
書
室
ア
ル
バ
イ
ト
・
：
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ぐ
ら
い
ま
で
（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
、
勤
務
時
間
は
日
曜
日
午
前
8
時
半
ト
午
後
5
時
ま
で
▼
申
し
込
み
…
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
3
月
2
8
ら
ま
で
に
市

作
業
用
自
動
車
・
ホ
ー
ク
リ

フ
ト
は
市
役
所
市
民
税
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）

▽
二
輪
・
三
輪
・
四
輪
の
軽
自

動
車
は
陸
運
事
務
所
内
の
軽

自
動
車
竪
ズ
ａ
0
7
5
－
6
9
1
－

6
5
1
6
）

▽
二
輪
の
小
型
自
動
車
は
陸
運

事
務
所
（
き
0
7
5
1
6
8
1
‐
9
7

6
1
）
。

（
市
民
税
課
）

市
内
で
建
設
業
（
市
内
営
業
所

も
含
む
）
盈
Ｅ
み
、
か
つ
建
設

業
法
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者

資
格
審
査
申
請
書
か
提
出
す
る

五
十
八
年
四
月
以
降
も
営
業
す

る
者

・
資
格
審
査
申
請
書
か
提
出
す
る

ま
で
に
市
税
か
滞
納
し
て
い
な

建
設
工
事
業
者
の
追
加
登
録
申

請
3
月
2
8
日
か
ら
受
付

日
の
直
前
二
年
間
の
各
営
業
年

度
に
営
業
実
績
高
の
あ
る
者

・
実
質
二
年
以
上
当
該
営
業
を
し

て
い
る
者
で
、
引
き
続
き
昭
和

民
会
館
（
宇
治
里
尻
7
1
ｒ
9
、
容

⑤
2
8
0
4
）
へ
。

（
市
民
会
館
）

交
通
事
故
相
談

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

で
は
、
’
交
通
事
故
で
お
困
り
の
人

の
た
め
に
無
料
で
相
談
に
応
じ
て

い
ホ
チ
。

▼
と
き
・
・
・
平
日
は
午
前
9
時
半

か
ら
午
後
4
時
半
、
土
曜
日
は
正

午
ま
で
（
弁
護
士
相
談
日
は
毎
週

木
曜
日
午
後
1
時
～
4
時
）
▼
と

こ
ろ
・
：
京
都
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
（
豊
0
7
5
－
3
4
3
－
3
0

4
1
、
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七

条
下
ル
日
本
生
命
京
都
駅
前
ビ
ル

6
階
京
都
調
査
事
務
所
内
）
。

（
交
通
労
政
課
）

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
き
・
・
・
4
月
3
日
面
～
5
月

8
日
面
ま
で
の
日
曜
日
と
祝
日
、

午
後
1
時
Ｉ
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄

槃
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
・
：

市
民
、
市
内
通
勤
・
通
学
の
中
学

生
四
Ξ
▼
定
員
…
先
着
5
0
人
▼
受

講
料
…
三
千
円
（
当
日
コ
ー
ト
で
）

▼
主
催
・
：
宇
治
軟
式
庭
球
協
会
▼

申
し
込
み
・
：
宇
治
市
体
育
協
必
一

（
容
⑩
1
9
0
5
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

市
長
杯
争
奪
弓
道
大
会

▼
と
き
・
・
・
4
月
2
4
日
㈲
、
午
前

9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
栞
自
衛
隊
弓

道
場
▼
競
技
内
容
・
：
近
的
・
遠
的

8
射
▼
ラ
ン
ク
…
女
子
の
部
、
男

子
初
級
の
部
（
2
段
以
下
）
、
男

子
工
級
の
部
（
―
段
以
上
）
▼
参

加
資
格
・
：
市
民
、
市
内
通
勤
・
通

い
者

・
市
長
の
定
め
る
必
要
書
類
が
提

出
で
き
る
者

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

学
者
、
協
会
員
▼
参
加
料
・
・
・
社
会

人
四
百
円
、
学
生
二
百
円
▼
申
し

込
み
・
・
・
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

段
位
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
小
倉
町
蓮
池
川
の
1
5
、

河
野
弥
一
さ
ん
ま
で
。
3
月
3
1
日

必
着
の
こ
と
。
（
市
民
体
育
課
）

早
朝
太
極
拳

健
康
。
つ
く
り
に
、
中
国
古
来
の

健
康
体
操
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。▼

と
き
・
：
4
月
1
日
～
6
月
3
0

日
、
毎
朝
6
堕
Ｔ
7
時
（
日
・

祝
日
は
午
前
7
堅
Ｔ
8
時
半
）

雨
天
中
止
▼
と
こ
ろ
・
・
・
南
山
観
音

寺
広
場
▼
対
象
・
・
・
で
き
る
だ
け
毎

日
参
加
で
き
る
人
▼
連
絡
先
…
佐

藤
さ
ん
（
容
⑩
5
3
Ｏ
7
、
午
後

5
時
～
8
時
）
▼
主
催
…
宇
治
太

極
拳
同
好
会
。
（
市
民
体
育
課
）

宇
治
市
少
年
少
女

合
唱
団
定
期
演
奏
会

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
第
四

回
定
期
演
奏
会
を
開
き
未
了
。
一

年
間
の
活
動
成
果
を
お
聞
今
右

さ
い
。

▼
と
き
・
：
3
月
2
7
日
面
、
午
後

2
時
開
演
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公

民
館
▼
曲
目
・
・
・
ア
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ー

コ
ル
プ
ス
他
。
（
社
会
教
育
課
）

太
極
拳
体
操
教
室

▼
と
き
・
・
・
4
月
4
日
側
か
ら
毎

週
月
曜
日
、
午
後
7
時
か
ら
9
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
▼
内
容
・
・
・
簡
化
太
極
拳
（
2
4

式
、
6
ヵ
月
を
も
っ
て
講
習
修
了
）

▼
対
象
・
：
市
民
（
学
生
・
生
徒
は

除
く
）
▼
講
師
…
宇
治
太
極
拳
同

・
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請

書
（
建
設
省
竺
様
式
）
、
他

に
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
く

わ
し
ぐ
は
会
計
課
用
度
契
約
係

ま
で
。

▼
受
付
期
間

昭
和
五
十
八
年
三
月
二
十
八
日

囲
か
ら
三
十
一
日
團
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

▼
受
付
場
所

市
役
所
会
計
課
用
度
契
約
係
。

（
会
計
課
）

好
会
会
員
▼
費
用
…
資
料
費
と
し
て
月
千
円
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
＠
2
3
1
5
）
ま
で
。
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。
（
交
通
労
政
課
）
料
理
教
室
―
お
花
見
料
理
―
▼
と
き
…
3
月
3
1
日
出
、
午
後
1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
・
お
花
見
を
薬
1
て
す
る
季
節
の
料
理
▼
講
師
…
料
理
研
究
家
・
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
費
用
・
：
材
料
実
費
千
五
百
円
▼
定
員
・
・
・
3
6
人
▼
申
し
込
み
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ
材
料
実
費
か
そ
え
て
。
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。
（
交
通
労
政
課
）

早
期
療
育
を
考
え
る
集
い

障
害
者
福
祉
都
市
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
「
早
期
療
育
を
考
え
る
集
い
」
を
開
浙
蛋
す
。
▼
と
き
・
：
3
月
3
1
日
出
、
午
後
1
時
半
ト
4
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
民
会
館
▼
内
容
…
講
演
「
乳
幼
児
の
発
達
と
活
動
意
欲
」
▼
講
師
…
秋
葉
英
則
大
阪
教
育
大
学
助
教
授
。
（
保
健
衛
生
課
）

訂
正

市
政
だ
よ
り
三
月
一
日
号
の
三
面
「
税
の
質
問
箱
」
の
中
で
、
表
の
所
得
が
七
十
九
万
円
以
下
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
七
干
九
万
円
以
上
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
し
康
す
。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

今
回
は
消
費
牛
吝
モ
ニ
タ
ー

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
研
究
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。◇

私
た
ち
が
毎
日
出
す
ご
み
Ｉ

そ
の
行
方
は
ど
こ
な
の
で
し
。

ラ
か
。
近
ご
ろ
、
洋
酒
や
天
然

ジ
ュ
ー
ス
、
油
の
び
ん
な
以
引

き
取
っ
て
ぐ
れ
な
い
ガ
ラ
ス
類

が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
未
了
。

城
南
衛
生
管
理
組
合
の
奥
山
埋

立
処
分
地
舎
兄
学
し
て
、
燃
や

さ
な
い
ご
み
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

で
三
メ
ー
ト
ル
以
下
に
圧
縮
し
、

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ

に
土
で
お
お
う
こ
と
か
繰
り
返

し
て
ご
み
を
埋
め
立
て
る
サ
ン

ド
イ
″
チ
エ
法
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
埋
立
処
分
地
を
少
し
で

も
長
く
使
ラ
た
め
？
ガ
ラ
ス
を

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
す

る
こ
と
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。不

燃
ご
み
の
調
査

や
工
場
見
学
も

ま
ず
、
ク
ル
ー
プ
五
人
の
各

家
庭
で
出
る
ご
み
を
ガ
ラ
ス
と

そ
の
他
に
分
け
て
重
さ
を
調
べ

ま
し
た
。
四
人
の
家
庭
が
ガ
ラ

ス
の
方
が
大
幅
に
重
い
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
市
清
掃
課
で
ご
み
の

実
態
を
調
べ
ま
し
た
。
昭
和
五

土
〈
年
度
の
燃
や
さ
な
い
ご
み

の
量
は
八
千
二
百
九
十
一
・
七

五
ト
ン
で
、
こ
れ
を
処
理
す
る

の
に
か
か
っ
た
費
用
が
一
億
二

千
二
百
九
十
七
万
九
千
八
百
六

十
円
で
し
た
。
そ
し
て
、
燃
や

－ － － － ｌ

・

・

鎗
さ
な
い
ご
み
の
中
に
占
め
る
ガ

ラ
ス
の
割
合
が
二
九
・
二
％
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ラ
ス
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
と
年
間
約
三
千

六
百
万
円
の
費
用
が
節
約
で
き

る
の
で
す
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ガ
ラ
ス

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
こ

燃やさないごみガラス

リサイクルを考える
モニター研究Ｃグループ

● ＝ ・

た
え
て
い
る
西
宮
市
の
山
村
硝

子
匯
で
、
古
い
ガ
ラ
ス
が
ど
の

ぷ
つ
に
し
て
再
生
さ
れ
る
か
を

見
学
し
ま
し
た
。

び
ん
の
出
采
る
お
お
吏
Ｊ
な

工
程
は
珪
砂
（
け
い
さ
）
と
石

灰
石
、
ソ
ー
ダ
灰
、
カ
レ
ッ
ト

（
ガ
ラ
ス
か
邨
い
た
も
の
）
を

調
合
し
、
摂
氏
一
、
三
五
〇
度

で
原
料
か
溶
解
（
カ
レ
ッ
ト
を

加
え
な
い
と
Ｉ
、
六
〇
〇
度
ま

で
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
原

料
と
燃
料
の
両
面
で
節
約
）
し

て
作
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で

リ
サ
イ
ク
ル
を

ガ
ラ
ス
か
汀
丑
イ
ク
ル
す
る

と
、
戸
応
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

埋
立
処
分
地
の
利
用
期
間
を

少
し
で
も
延
ぼ
と
と
が
で
き
、

自
然
破
壊
の
防
止
に
つ
な
が
り

未
ｆ
ｙ
。
そ
し
て
、
燃
や
さ
な
い

ご
み
の
処
理
費
用
が
節
約
、
省

沓
叙
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
役

立
ち
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
ぶ
フ
に
す

れ
ば
ガ
ラ
ス
を
リ
サ
イ
ク
ル
の

ル
ー
ト
に
の
せ
β
れ
る
ｐ
し
ょ

第
一
に
、
ガ
ラ
ス
会
社
か
ら

直
接
取
り
に
来
て
も
ひ
フ
方
法

が
あ
り
ま
す
。
町
内
心
一
な
ど
の

単
位
で
、
ガ
ラ
ス
心
一
社
の
ｍ

び
ん
ポ
ス
ト
奎
嘔
当
な
所
に
常

設
し
、
不
用
な
ガ
ラ
ス
類
を
色

別
（
透
明
、
茶
色
、
そ
の
他
）

に
分
け
て
入
れ
未
了
。
中
が
油

ぷ
沢
て
い
る
も
の
も
、
そ
の

ま
ま
出
せ
未
了
。
そ
し
て
、
ガ

ラ
ス
会
社
が
無
償
で
回
収
に
采

ま
す
。第

二
に
、
自
治
体
の
清
掃
課

で
ガ
ラ
ス
か
分
別
収
集
し
、
そ

れ
を
ガ
ラ
ス
工
場
へ
渡
す
方
法

で
す
。
大
阪
の
高
槻
市
や
兵
庫

の
西
脇
市
で
は
、
こ
の
ぷ
フ
に

し
て
ガ
ラ
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
て
い
ま
す
。
住
民
運
動
と

し
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
限
界

が
あ
る
の
で
、
自
治
体
で
取
り

組
ひ
よ
う
に
市
に
働
き
か
け
た

い
も
の
で
す
。

自
然
を
破
壊
せ
ず

資
源
を
大
切
に

私
た
ち
は
、
汚
い
物
、
不
用

な
物
が
目
の
前
か
ら
な
く
な
り

さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
深
く

追
求
し
な
い
姿
勢
宕
ち
が
ち

ち
で
す
。
け
れ
り
に
石
、
少
し
で

も
目
然
か
破
壊
せ
ず
に
、
ま
た

資
努
胞
い
つ
く
さ
ず
に
次
の

世
代
に
地
球
奮
宕
渡
す
こ
と

が
。
人
間
の
良
心
で
し
リ
フ
。

私
た
ち
は
、
た
と
え
少
し
で

も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
フ
か
。
。

（
商
工
観
光
課
）
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新しい自転車等駐車場

税金がかかりますよ

バイクの廃車未申告は・・・
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